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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント：

 

倫理的・法的・社会的課題を考慮して、パーソナリティやストレスといった外から観察できない個人の

社会的態度やストレスなどの内的状態を社会脳科学と自然言語処理の手法を用いて推定する方法を考

案した。社会脳科学に基づくアプローチでは、扁桃体/海馬の他者との格差に対する扁桃体/海馬の活動

パターンから、現在のうつ病傾向から 1年後のうつ病傾向の変化を予測できることを示し、他の広範な

性格指標に応用可能である。Nature Human Behaviour誌など著名な論文誌にこれらの成果を発表した。

自然言語処理に基づくアプローチでは、Twitter の言語データとネットワークデータを解析することで

被験者のパーソナリティテスト結果の予測が可能であることを示した。両アプローチの成果を踏まえて、

ソーシャルネットワーキングサービス（SNS)の情報から、外向性や IQ といった幅広いパーソナリティ

を推定する方法も考案した。今後、外国や文化の違いも明らかにして、パーソナリティやストレスが左

右する様々な分野への適用に発展していくことを期待する。 
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